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四
澤
断
訴
予
馴

新
役
員
体
制
に
よ
る
組
織
の
充
実
を
図
る

な
ぜ
か
県
協
会
総
会
に
は
雨
が
降
ら
な
い
ｃ
今
年
も
３
月
２６
日
は
ま

こ
と
に

よ
い
春
日
和
だ

っ
た
ｃ
定
刻
の
２
時
、
さ
い
た
ま
市

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
イ
４
階

会
議
室
に
於

い
て
、
県
下
加
入
団
体
５８
市
町
村
代
表
に
よ

っ
て
開
催
さ
れ
、

２‐
年
度
の
全
国
大
会
開
催
県
に
向
け
て
の
ス
タ
ー
ト
に
位
置
し
た
ら

就
任
の
挨
拶

連

繋

と

信

頼

に

こ
た

え

て

こ
の
度
、
総
会
で
、
ご
承
認
を
い
た

だ
き
、
会
長
を
努
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

未
熟
者
で
す
が
、
全
力
を
尽
く
し
て

職
務
の
遂
行
に
と
り
く
み
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
支
援
と
、
ご
協

力
を
御
願
い
致
し
ま
す
。

ご
承
知

の
と
お
り
、
埼
二
県
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ

ル
フ
協
会

の
会
員
数
は
、
実

に

一
万

一
千
を
超
え
、
日
本
屈
指

の
協
会

に
成
長

い
た
し
ま
し
た
．

こ
れ
は
　
重
に
長
年
に
わ
た
り
、
力

強

い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
な
が

ら
、
ご
指
導
を
嶼

い
た
故
宮
崎
会
長

の

偉
業
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
．

〓
つ
し

た
尊

い
財
産
を
、
よ
り
大
き
く
充
実
し

て
行
く

こ
と

こ
そ
、
私
達
に
課
せ
ら
れ

た
重
人
な
使
命
だ
と
思

い
ま
す
〓

総
会

に
当
り
、
心
を
新
た
に
し
て
役

員
と
も
ど
も
連
黙
と
信
頼
を
密
に
し
て

新
し
い
口
標
に
道
進
し
て
行
き
た

い
と

存
じ
ま
す

の
で
、
告
様
方

の
よ
り

一
層

の
御
協
力
を
御
願
い
中
し
―‐
げ
、
ご
挨

拶
と

い
た
し
ま
す
。

八木岩男
県GG会長
(熊谷市)

◆
委 委 総

務

員 委

員

員 長 会

∴
▼
特
別
表
彰
者

渡
辺
　
照
子
　
北
本
市
　
第
１２
回
関
東
大
会
２
位

肯
沼
　
初
枝
　
越
全
巾
　
第
１２
回
関
東
公
ム
３
位

秋
元
　
洋
子
　
山石
槻
市
　
第
‐２
日
間
東
炎
ム
３
位

渡
辺
　
　
進
　
深
谷
，ｌｉ
　
第
‐２
‐ロー
関
東
大
〈ム
４
位

林
　
　
水ヽ
子
　
大
　
営
口　
第
１２
日
関
東
大
〈〓
５
位

Ｆ
Ｈ
　
一
雄
　
川
越
市
　
第
・２
回
関
東
大
〈〓
６
位

武
田
　
伸
壽
　
深
今
巾
　
全
里
父
歓
人
〈ム
３
位

（〓

専
門
委
員
会
名
簿

競
技
運
営
委
員
長

ル
ー
ル
等
委
員
長

広

報

委

員

長

指
導
者
育
成
委
員
長

事
　
務
　
局
　
長

◆
競
技
運
営
委
員
会

委
　
　
］員
　
　
長

委
員
　
秋
元
　
隆
志

伊
藤
　
定
吉

高
橋
　
忠
之

藤
倉
　
　
栄

◆
ル
ー
ル
等
委
員
会

委
　
　
向貝
　
　
長

委
員
　
村
上
　
賢

◆
広

報

委委
員

生
田

　

賞

菅
原
　
睦
男

白
根
　
純
子

◆
指
導
者
育
成
委
員
会

委
　
　
［貝
　
　
長

委
員
　
田
中
　
　
久

鈴
木
　
和
子

青
柳
　
啓
治

荒
巻
　
　
清

植
竹
　
国
夫

岩
井
　
進

一

奥
村
登
美
子

山
崎
　
忠
則

石
井
　
紀
男

野
川
　
　
保

小
島
　
　
稔

荒
巻
　
　
清

寺
居
　
一
男

古
谷
都
志
行

小
原
　
　
孝

田
中
　
　
久土

目準
勝
夫

作
蔵

廣
志

寺
居
　
一
雄

本
居
　
政
明

笠
井
　
健
次

古
谷
都
志
行

右
塚
　
エハ
郎

真
田
　
矩
義

小
原
　
　
孝

並
木
　
秀
夫

中
島
　
忠
雄

鈴
木
　
敏
男

渋
沢
　
英
明

古
谷
都
志
行

藤
井
　
範
子

石
井
　
紀
男

員 委 清

員
水

長 会
准 一

小 小 吉小 荒
泉林 川 松 巻

役  職 市町村名 氏   名 地  区

岬筆蒔蒔蒔時峨峨嘩咋』咋』咋嘩峠咋咋咋嘩嘩』』』』咋幸幸

市

市

宮

市

市

市

市

市

市

槻

市

市

市

市

市

町

町

市

市

町

市

市

市

市

町

市

槻

市

戸

谷

　

能

谷

加

谷

生

霞

　

本

尾

越

山

能

川

本

谷

田

帳

須

谷

郷

手

戸

喜

　

須

坂

熊

大

飯

深

草

深

羽

朝

岩

北

上

川

狭

飯

小

川

熊

行

大

加

越

三

幸

杉

矢

岩

加

勝

男

男

賀

治

男

明

夫

子

昭

一
清

信

夫

男

郎

隆

次

雄

一
夫

則

子

保

旭

矢

夫

夫

榊

鵡

裁

蔚

脚

枷

融

『

¨

噸

脚

川

脚

講

脚

跡

嶋

脚

嘲

樺

棒

同

】

川

丼

中

嚇

嘲

新

ハ

高

石

石

鈴

渋

植

伊

田

黒

小

新

西

清

小

小

笠

畑

岩

並

山

川

椰

新

田

中

竹

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

部

長

部

部

局

北

南

西

北

南

北

東

南

南

南

南

西

西

西

北

北

北

東

東

東

東

東

東

東

動

南

東

会計事務

会計事務

市

市

手

須

幸

加

子

子

美

洋

蹂豊
田

村

保

奥

久

事 務 局

″

″

巾
市

市

市

昌
一Ｐ
谷

壺
］

ス
杉

熊

矢

肩
孝

子

乃

範

矢

杏
原

丼

島

荒
小

藤

小

▼第17回 県GG総会会場
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平成17年度埼玉県グラウンドゴルフ協会加盟団体名

合   ,   11,450

平 成 17年 度 事 業 計 画
]霞  日 事内容及び概曹 P_nttlll

平成 17年 度 (村 )日 本協会登録 0付

5月 88 日曜日 員グラウンド ゴルフ祭 川越市

さいたま市

5月 23日 月燿 日 1級普及指導員講習会 マスターサミット 東京都

日 曜 日 阜総体「スポーツフIスティバル |

5月 29=
予情E

曜

　

曖

第17回県夏季大会兼ねんりんビック

選者会 (4名 ) 川本田

8月 7 曜

“

Ｂ

ロ

上級FD―導者認定試験及び上級指導者 期日 水上町

9月 24E～ 曜

暉

〓

［

第 18回全国 県

古

岡

田

静

自

9月 16E～ 曜

曖

金

＋

第13回関東地区 東京都

イ0月 ,3～ 躍

腱

土

山

第 18回スポレク祭 (lo名 ) 岩手県

´0月∞ 日

予責E
日曜日 第16回県秋季大会兼スポレク選者会

(青木一二杯)8名 寄居町

1月 ´
2ヨ 曜

由

土

¨

第18回ねんりんピック (6名 ) 福岡県

「

■ 8ε
`月

28日 曰

ロ

躍

鱚

土

ロ

新審交歓大会 未 足

土膠 日 晨協会碑菫会

2月 ,電 需協会会報発行

十曜 日

月   日

r:書 曰 ヤ崎大会 加 須 市

こ
の
喜
び
を

群
ん
な
で
倉
ち
あ
っ
て

３
月
９
日
午
後
、
県
知
事
室
に
於
い
て
、
人
木

会
長
、
黒
沢
理
事
、
田
中
事
務
局
長
が
県
協
会
を

代
表
し
て
出
席
し
、
県
立
児
童
養
護
施
設
上
里

学
園
に
対
し
、
幼
児
用
遊
具
（ぞ
う
さ
ん
す
べ
り

ム［
、
２
人
用
ブ
ラ
ン
コ
）
の
寄
贈
（目
録
）
が
呈
示

示
さ
れ
ま
し
た
。
）
」れ
に
よ
り
県
知
事
よ
り
感

謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
県
内
各
地
の
大
会
に
於
い
て
、
〈
ム
員

皆
さ
ん
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ス
金
で
な
さ
れ
た

も
の
で
、
昨
年
に
引
き
続
い
て
の
寄
贈
で
す
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の

喜
び
は
当
事
者
な
ら
で
は
わ
か
ら
な
い
も
の
で

す
が
、
一
人
の
喜
び
を
み
ん
な
で
分
か
ち
合
う

こ
の
基
金
が
、
と
か
く
薄
れ
か
け
た
日
本
人
の

情
と
い
う
も
の
の
再
確
認
に
し
た
い
も
の
で
す
。

＊
寄
贈
先

名
　
称
・埼
玉
県
社
会
福
祉
事
業
団
上
里
学
園

所
在
地
・児
玉
郡
上
早
町
大
学
三
町

一
人
三

地
域
に
お
け
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
普
及
活

動
の
促
進
を
図
る
た
め
、
各
市
町
村
協
会
で
指
導

者
を
目
指
す
人
々
の
参
集
を
求
め
、
日
本
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
三
級

（
シ
ル
バ
ー
）
を
受
講
さ

れ
、
更
に
理
論
や
技
術
等
に
つ
い
て
試
験
を
行
い
、

そ
の
活
動
の
推
進
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
、

埼
玉
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
上
級
指
導
者
と

し
て
認
定
す
る
も
の
で
す
〕^

参
加
資
格

１１１
上
級
指
導
者
　
平
成
１３
・
‐４
・
２
・
３
・
４
年
度
認

定
の
上
級
指
導
者
の
方
は
原
則
と
し
て
参
加
下

さ
い
。
こ
れ
以
外
の
上
級
指
導
者
及
び
各
協
会

役
員
の
方
も
参
加
で
き
ま
す
。
尚
交
歓
大
会
に

於
い
て
、
来
年
度
の
ス
ポ
レ
ク
、
年
り
ん
大
会

の
主
将
、
監
督
を
選
出
し
ま
す
。

‐２‐
受
講
者

①
加
盟
団
体
長
が
推
薦
す
る
者
。

②
健
康
で
且
つ
、
指
導
者
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
ｃ

③
実
技
指
導
や
講
義
の
出
来
る
人
。

①
協
会
で
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
で
あ
る
事
。

３
各
協
会
３
～
４
名
程
度
ｃ
但
し
会
員
数
に
応

じ
て
、
亦
は
特
殊
事
情
に
於
い
て
増
員
は
可

と
す
る

３
研
修
会
場

。
試
験
会
場
地

群
馬
県
水
上
町
水
上
温
泉
　
松
の
井
ホ
テ
ル

４
交
歓
大
会
及
び
実
技
試
験
場

群
馬
県
水
上
町
寺
間
運
動
公
園
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い
つ
も
渋
滞
で
知
ら
れ
る
高
速
湾
岸
線
も
ス

イ

ス
イ
ー

の
状
態
。
市

原
イ

ン
タ
ー
か
ら

２
９
７
号
線
の
大
多
喜
街
道

へ
。
こ
の
街
道
沿

い
は
ゴ
ル
フ
銀
座
と
呼
ば
れ
る
だ
け
あ

つ
て
、

電
柱
広
告
に
は
Ｇ
Ｃ
、
Ｃ
Ｃ
の
案
内
板
が
目
立
つ
。

昼
食
は

「南
千
葉
Ｇ
Ｃ
」
の
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス

で

一
寸
豪
華
な
気
分
。
と
こ
ろ
で
本
国
の
参
加

人
員
は
２
６
８
名
、
バ
ス
６
台
。
な
か
で
も
熊

谷
勢
バ
ス

一
台
分
の
４２
名
と
は
…
ｏ　
一
寸
圧
倒

）

さ
れ
て
、

い
や
―
な
悪

い
予
感
…
。

さ
す
が
Ｇ
Ｃ
だ
け
あ

つ
て
、
山
裾
は
広
く
拡

が
り
、

２
ヶ
所
あ
る

コ
ー

ス
の
高
低
差
に
は
見

た
だ
け
で
も
疲
れ
て
く
る
ｃ
さ

っ
き

の
予
感
は

的
中
し
た
。

い
き
な
り
４
、

４
の
連
続
と
は
、

か
く
し
て

．
日
目
は
大
叩
き
で
終
了

夜
、
宴
た
け
な
わ
　
思
」問

●
ゲ
　

′ず
■
与
二

て
洒
を

の
む
．
明
日
は
も
う

い
い
　
ム

ヨ
比
ｔ

に
来
た
だ
け
で
も
楽
し
い
よ

２
ヨ
日
、
２
ホ
　
ル
一連
続
ホ
ー
ル
イ

ン
ワ
ン

に
勢

い
づ
く
も
、
刻
す
で
に
遅
く
、
結
果
は
追

い
つ
け
ず
　
〓
し
か
し
能
〔谷
勢

に
は
驚

い
た
ｃ

ｌＯ
位
ま
で
に
５
人
の
入
賞
と
は
…
。
そ
し
て
北

本
市

の
サ
ク
ラ
さ
ん
の
２
年
連
続

の
３
位
で
女

子
ト
ッ
プ
の
座
も
お
見
事
。

●
二
日
間
の
綜
合
成
績

優
　
勝
　
木
暮
　
重
之
　
深
谷
市

準
優
勝
　
田
口
　
富
男
　
熊
谷
市

３
　
位
　
小
川
さ
く
ら
　
北
本
市

４
　
位
　
八
木
　
山石
男
　
熊
谷
市

５
　
位
　
白
根
　
純
子
　
熊
谷
市

６
　
位
　
村
岡
　
千
代
　
白
岡
町

７
　
位
　
鈴
木
　
敏
男
　
草
加
市

８
　
位
　
斉
藤
　
茂
雄
　
加
須
市

９
　
位
　
西
森
　
義
孝
　
熊
谷
市

ｌｏ
　
位
　
芹
沢
　
延
夫
　
熊
谷
市

鍛 制辞 務 ν ″
県内各地から寄せられた募金は
下記の通 りです(16年 12/1～ 17年5/31ま で)

総合優勝 (宮崎盃 )

吉 沢 健 司

踊 百

三

高 訂
=¬

計
― ¬ 松

3 2(憂 コ 3 2イ憂コ 3 2イ憂コ 3 2イ憂コ

位 位 勝 1位 位 勝 1位 位 勝 1位 位 勝 |

一
五
五
五
名
の
選
手
の
集
い

８
貫

な
整

奮

０
「
宮

崎

義

重

杯

は

上

尾

市

へ
」

佐

々
木
文
男
　
一二
郷
市

小
林
　
博
行
　
草
加
市

藤
波
　
節
子
　
一二
郷
市

小
峰
　
四
郎
　
川
越
市

輻
形
　
好
文
　
狭
山
市

人
鳴
　
勝
義
　
一二
郷
市

高
橋
　
二早
介
　
熊
谷
市

佐
藤
　
武
男
　
熊
谷
市

須
田
　
正
夫
　
上
尾
市

吉
沢
　
健
司
　
上
尾
市

星
　
　
一昌
雄
　
川
越
市

田
中
　
政
子
　
川
本
町

月 日 団 体 名 金  額 大 会 名

11/25

11/29

12/ 6

12/13

12/21

12/28

1711/20

2/ 1

2/ 1

2/22

3/ 8

3/ 9

3/12

3/26

3/30

4/10

4/12

4/19

4/27

4/29

5/ 2

5/ 2

5/ 8

5/10

5/10

5/13

岩槻市 GG連 盟

加須市 GG協 会

岩槻市 GG連 盟

杉戸田]GG協 会

岩槻市 GG連 盟

加須市 GG協 会

岩槻市 GG連 盟

杉戸町 GG協 会

埼玉県 GG協 会

岩槻市 GG連 盟

さいたま大宮GG
杉戸町 GG協 会

行田市 GG協 会

騎西町 GG連 盟

妻 ,召 田丁GG協 会

幸手市 GG協 会

皆野町 GG協 会

加須市 GG協 会

加須市 GG協 会

深谷市 GG協 会

南河原村GG連盟

羽生市 GG協 会

埼玉県 GG協 会

川越市 GG協 会

騎西町 GG連 盟

久喜市 GG協 会

2,500

3,000

2,460

800

1,810

3,210

3,531

5,000

2,300

2,903

10,600

1,910

2,700

1,600

12,100

11,150

2,300

4,901

5,290

18,045

1,500

5,000

9,340

9,100

2,650

3,800

ヒロセ杯大会

チャリティ大会

第23回 大会

忘年会大会

岩槻市新春大会

トクラーズ新春大会

県新春交歓大会

2月 月例会

第 4回新藤杯

杉戸町協会大会

第 7回 行田市長杯

第 4回会長杯大会

月例・総会大会

幸手市 さくら杯

北埼大会

スポレク、ねんりん交歓大会

第17回春季大会

22生市春季大会

県GG祭 り

川越市小江戸親善大会

第10回教育長杯

第35回春季大会

26団体 129,500

初夏の祭典

第
７
回
県
Ｇ
Ｇ
祭
交
歓
大
会

８
８
０
鬱
貪
Ｘ
ぷ

小
江
戸
礁
議
磯
僣

５
月
８
日
、
心
配
さ
れ
た
雨
も
な
く
、
県
下

が
市
町
村
よ
り
１
５
５
５
名
の
競
技
者
を
集
め

て
の
ビ
ツ
ク
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た
．

昨
年
ま
で
は
、
北
川
辺
町
渡
良
瀬
河
畔
の
運

動
公
園
で
開
催
さ
れ
た
が
、
今
年
度
は
川
越
市

の
安
比
奈
親
水
公
園
に
場
所
を
移
し
て
の
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

松
竹
梅
桜
の
４
コ
ー
ト
に
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
Ｂ

Ｃ
Ｄ
の
４
コ
ー
ス
の
１
２
８
ホ
ー
ル
が
設
置
さ

れ
、

３２
ホ
‐
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
の
競
技
で
、

４
コ
ー
ト
の
優
勝
者
４
人
に
よ

っ
て
プ
レ
ー
オ

フ
を
行
い
宮
崎
義
重
杯
を
競
う
も
の
で
す
ｃ

８
時
１
５
分
か
ら
の
開
会
式
に
は
、
文
部
科

学
省
副
大
臣
、
小
島
敏
男
様
、
県
レ
ク
会
長
、

佐
藤
参
議
院
議
員
様
を
始
め
県
議
会
会
長
の
蓮

見
実
様
、
川
越
市
教
育
長
の
山
浦
秀
男
様
等

々

多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様
に
祝
辞
を
頂
き
、
大
会

の
雰
囲
気
も
盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。

植
込
み
の
つ
つ
じ
も
、
ポ
ピ
ー
の
花
苦
も
初

夏
彩
り
を
青
空
に
映
す
か
の
よ
う
に
咲
い
て
、

一
昨
年
の
関
東
大
会
に
も
劣
ら
ぬ
大
会
風
景
で

あ
り
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
東
部
か
ら
西
部
に
移

っ
た
事
で
、

今
ま
で
遠
く
て
参
加
出
来
な
か

っ
た
西
部
の
会

員
の
大
幅
な
参
加
増
が
あ
り
ま
し
た
。
と
同
時

に
東
部
地
区
か
ら
は
参
加
人
員
減
も
み
ら
れ
ま

す
。交

代
で
各
地
区
で
行
わ
れ
る
の
が
会
員
増
に

も

つ
な
が
り
最
良
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
の
コ
ー

ス
が
と
れ
る
場
所
も
現
在
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

埼
玉
の
中
心
部
あ
た
り
に
、
も
う

一
ヶ
所
で
も

欲
し
い
…
。
県
会
長
や
事
務
局
長
に
は
、
県
立

の
コ
ー
ス
場
の
構
想
も
あ
る
そ
う
だ
が
…
。

と
も
か
く
、
今
大
会
も
川
越
協
会
の
多
勢
の

方
々
の
御
支
援
を
頂
き
、
成
功
裡
に
終
わ

っ
た

事
を
感
謝
、
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

5/8747270   757372   747371   737166
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て
な
い
＝
有
や
左
の
巳
那
様
＝
極
左
に
引
っ
張

り
込
み
林
の
中
で
、
一
打
殺
す
は
日
本
赤
軍
。
オ

ー
バ
ー
に
打
ち
「
ｌ１１
ま
れ
」
や
「転
が
れ
」
の
命
令

を
き
か
な
い
ボ
ー
ル
は
反
抗
期
。

人
の
ボ
ー
ル
が
ま
だ
転
が
っ
て
い
る
最
中
、
ナ

イ
ス
の
声
で
失
敗
さ
せ
た
褒
め
殺
し
。
人
の
壬
フ

ー
を
喜
ぶ
（不
幸
）
を
喜
ぶ
葬
儀
屋
さ
ん
。

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
自
己
申
告
制
だ
が
、
中
に
は

点
数
を
過
少
中
告
す
る
人
＝
脱
税
屋
さ
ん
＝
ま

た
の
名
を
点
切
り
虫
＝
社
内
預
金
（て
ん
び
き
）

と
も
い
う
。

ま
あ
―
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
勝
ち
ば
か
り

に
こ
だ
わ
ら
ず
、
爺
様
駄
洒
落
で
も
い
い
な
が
ら

「清
く
、
正
し
く
、
楽
し
く
」
や
る
べ
き
だ
な
―
。

Ｏ
余
計
打
ち
　
点
数
稼
げ
ば
　
そ
の
分
の

寿
命
延
び
る
ぞ
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

Ｏ
ボ
ー
ル
癖
　
微
力
で
左
右
変
化
す
る

今
日
も
　
数
打
つ
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

草
加
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
で
は
、
４
月

よ
リ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

春
季
号
と
し
て
４
月
～
６
月
、
夏
季
号
と
し
て

７
月
～
９
月
。
秋
季
号
は
１０
月
～

１２
月
、
冬
季
号

は
１
月
～
３
月
、
さ
ま
ざ
ま
の
報
告
や
、
お
知
ら

せ
等
を
載
せ
、
年
４
回
の
発
行
を
計
画
。

春
季
号
の
内
容
　
１
頁
は
表
紙
と
し
て
目
次
。

２
頁
は
、
〈
本
長
挨
拶
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
歩
み

や
活
動
方
針
等
を
紹
介
。
協
会
組
織
図
や
実
質

的
な
支
部
活
動
、
ブ
ロ
ッ
ク
。協
会
の
活
動
（大
会

や
練
習
会
・研
修
会
）が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
＾

３
頁
は
大
会
や
行
事
日
程
、市
協
会
や
県
協
会
、

そ
の
他
県
内
の
市
町
の
大
会
等
の
紹
介
や
行
事

）

記
（

な
ど
の
結
果
報
告
。

４
頁
目
に
は
市
内
に
お
け
る
支
部
紹
介
（身
近

な
原
点
と
な
る
地
域
活
動
）
な
ど
の
記
事
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

他
市
町
村
の
方
で
も
希
望
が
あ
れ
ば
、
事
務
局

０
４
８
・
９
４
２
・
３
６
４
２
に
お
問
合
わ
せ
下
さ

い
。
ま
た
各
地
の
情
報
な
ど
を
お
寄
せ
頂
け
れ
ば

あ
り
が
た
い
の
で
す
が
…

‥
。

熊
谷
市
　
Ｔ

ｏ
Ｋ
生

よ
り

４
月
り
Ц

幸
手
市
の
桜

は
満
開
。
花

吹
ヤ「の
中
で

１
都
３
県
３４

市
町
か
ら
集

ま

っ
た
１
２

５
０
名
が
、

ク
ラ
ブ
を
振

り
、
ボ
ー
ル

を
追
う
。
５

回
目
に
し
て

始
め
て
満
足

し
た
花
の
さ

く
ら
杯
。
テ

レ
ビ
や
自
転
車
よ
り
も
貰

っ
た
鉢
植
の
花
が
嬉

し
か
っ
た
し
、
記
念
の
写
真
撮
影
を
有
難
う
…
。

４
月
２９
日
、
全
国
大
会
出
場
者
の
Ｏ
Ｂ
と
の

交
歓
大
会
は
深
谷
市
。
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
６４

ホ
ー
ル
を
廻
る
長
丁
場
。
参
加
人
員
４
７
５
名
。

こ
こ
の
賞
品
は
、
お
米
に
昆
布
や
わ
か
め
と
あ

っ
て
、
家
庭

へ
の
上
産
に
丁
度
良
い
。

（名
物

の
深
谷
ネ
ギ
が
無
か
っ
た
の
は
残
念
）

５
月
８
日
は
川
越
市
、
親
水
公
園
の
広
～
い

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
１
６
０
０
名
を
集
め
て
の
県
協

会
主
催
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
祭
り
。
会
場
は

緑
の
芝
、
ツ
ツ
ジ
の
植
え
込
み
、
ポ
ピ
ー
の
花

咲
く
小
川
の
岸
辺
。
ま
る
で
ピ
ク
ニ
ッ
ク
気
分
）^

天
気
も
良
か

っ
た
し
、
仲
間
と

一
緒
の
バ
ス
旅

行
は
楽
し
か
っ
た

５
月
１５
日
．
１
都
８
県
か
ら
の
参
加
者
は
、

）

遠
く
富
山
、
山
梨
か
ら
も
集
う
１
２
０
０
名
の

加
須
市
さ
わ
や
か
大
会
。
何
故
か
今
年
は
開
会

式
途
中
か
ら
の
雨
で

〃さ
わ
や
か
″
が
な
く
な

っ
た
と
思

っ
た
ら
、
昼
前
か
ら
カ
ン
カ
ン
照
り

と
暑
く
な

っ
て
、
初
夏
と
い
う
よ
り
真
夏
の
暑

さ
。
４
コ
ー
ト
の
優
勝
者
に
よ
る
プ
レ
ー
オ
フ

は
４
ホ
ー
ル
廻
り
と
は
仲
々
見
応
え
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、
賞
品
の
土
産
が
多
く
て
時
間
の
か
か

り
す
ぎ
―
と
は
貰
え
な
か
っ
た
人
の
ヤ
ッ
カ
ミ

か
？６

月
と
な
れ
ば
梅
雨
入
り
、
ク
ラ
ブ
に
カ
ビ

の
生
え
な
い
よ
う
に
、
小
雨
決
行
の
練
習
に
精

を
出
し
、
自
由
参
加
の
大
会
案
内
で
も
見
て
い

ま
す
。

高
井
満
雄
さ
ん（

６２
工成
）

県

Ｇ

Ｇ
協

会

副

会

長

日
本
協
会

広
報
委
員
・総
務
委
員

埼
葛
地
区
Ｇ
Ｇ
連
絡
協
議
会
会
長

三
郷

市

体

育

協

会

長

３
月
下
旬
よ
り
入
院
加
療
中
で
あ
り
ま
し
た
が
、

４
月
２。
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
し
ま
す
。
尚
、
葬
儀
は
４
月
２
４
日
午
前
１０

時
よ
り
、
〓
一郷
市
斎
場
で
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

追
悼
記

平
成
元
年
、
県
協
会
設
立
時
よ
り
副
会
長
と

し
て
、
初
代
青
木
、
一
一代
宮
崎
の
両
会
長
の
補
佐

役
と
し
て
１６
年
、
特
に
協
会
発
展
の
原
動
力
と
な

る
指
導
者
の
育
成
に
力
を
注
い
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

組
織
に
あ
っ
て
、
集
団
指
導
に
つ
い
て
は
非
常
に
厳

し
い
姿
勢
に
望
ま
れ
て
居
り
ま
し
た
が
、
反
面
、

個
人
的
に
は
、
優
し
さ
と
気
易
さ
の
あ
る
人
間
性

豊
か
な
方
で
も
あ
り
ま
し
た
。

何
時
も
キ
チ
ン
と
し
た
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
い
う

第

一
印
象
と
共
に
、
煙
草
好
き
で
、
冗
談
言
っ
て
、

ニ
ャ
ー
と
笑
う
笑
顔
は
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ

り
ま
す
。
私
も
平
成
３
年
、
埼
葛
地
区
連
絡
協
議

会
設
立
総
会
で
面
識
を
得
て
以
来
、
各
地
の
行
事
、

研
修
会
等
で
親
し
く
交
際
し
て
頂
き
、
ま
た
広
報

担
当
役
員
と
し
て
ご
指
導
頂
き
ま
し
た
事
を
改

め
て
御
礼
申
し
上
げ
、
追
悼
の
言
葉
と
致
し
ま
す
。

広
報
委
員
会
　
古
谷

一
本
の
ク
ラ
ブ
で
、
直
径
６
セ
ン
チ
の
ボ
ー
ル

を
直
径
３６
セ
ン
チ
の
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
に
、
で
き
る

だ
け
少
な
い
打
数
で
ト
マ
リ
を
競
う
。
つ
ま
り
、

貯
金
は
多
い
方
が
良
い
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

は
少
な
い
方
が
良
い
の
だ
。

１
ホ
ー
ル
を
１
打
で
入
れ
れ
ば
、
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
、
カ
ー
ド
に
１
を
書
い
て
、
終
わ
り
に
３
を
引

く
。
こ
の
３
が
ゲ
ー
ム
を
大
き
く
左
右
す
る
か
ら

ワ
ン
（椀
・碗
）
狙
い
。
つ
ま
り
骨
董
屋
さ
ん
。

２
打
、
３
打
は
当
た
り
前
で
、
４
打
は
頂
け
な

い
。
暑
い
の
に
オ
ー
バ
ー
を
出
し
た
り
、
何
回
も
ヨ

ン
様
に
お
会
い
し
て
て
は
勝
て
な
い
。
５
打
、
囲
碁

の
時
間
で
は
な
い
の
に
碁
を
打
つ
人
、
日
本
棋
院

と
い
い
、
６
打
は
五
段
階
評
価
で
は
天
才
。
何
打

も
打
つ
人
は
点
取
り
虫
。

ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
超
す
打
ち
方
＝
強
い
ば
か

り
が
男
じ
ゃ
な
い
よ
。
母
は
強
し
＝
強
す
ぎ
た
の

は
下
手
な
せ
い
よ
～
の
歌
謡
曲
調
。

日
頃
は
「こ
だ
ま
号
」
に
し
か
乗
ら
な
い
の
に
、

ホ
ー
ル
を
通
過
す
る
「の
ぞ
み
号
型

一
亦
は
大
阪

の
造
幣
局
。

ホ
ー
ル
す
ぐ
側
な
の
に
、
よ
く
出
す
人
　
慢
性

ポ
ロ
リ
病
。
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
を
支
え
る
支
柱
金
に

へ
ば
り
つ
く
打
ち
方
の
金
執
着
病
。
真
っ
直
ぐ
打

南から ら

わ
，

陽
旧
岬
詞
↓
¨

杉

戸
町
　
」
有

な話

[i亡」
草加市グラウンドゴルフ協会

春季号 (05/4月 ～6月 )

ιlつてる
ど
=で

る
たれてる
生涯スボー″

メニュー(ク リックしてください)

1 会長挨拶

2協会組織

3 協会の活動概況

4 協会員入会の手続き

5 支部の紹介

6大会 イテ事日程

輩
滝〆

舒
れ
輔
Ｔ
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